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「若者の視点からエネルギーを考える～エネ若の集い」開催報告 

 

2012 年３月 19 日 

枝廣淳子 

 

１．目的・経緯 

○現在、政府は「2030 年までの日本のエネルギー」をどうするかという、エネルギー基本計画の

策定に向けて、資源エネルギー庁の基本問題委員会で議論を進めているが、25 人の委員のう

ち、60 歳以上の占める割合が 64%、39 歳以下の人が一人もいないという世代的にも偏り、若

者の声をあまり聞くことのできない構成になっている。 

（日本の人口のうち 60 歳以上の占める割合は約 30％、39 歳以下の人が約 40%を占める） 

 

○今後の日本のエネルギーをどうするかは、あらゆる人に影響を及ぼすことであり、性別や世代

などを含め、広く国民的議論をおこなって政策に反映すべきとの観点から、2030 年にまさに

社会の中心を担う現在 10 代や 20 代の皆さんに、「大事だ」「みんなで考えるべきだ」と思うエ

ネルギーの問題や選択基準について、さらに、どんな社会や未来になってほしいのか、などを

ざっくばらんに語り合う会を３月 17 日に開催した。 

 

 

２． 概要 

○日時：2012 年３月 17 日（土）13:30～16:30 

○場所：こどもの城 9 階（902-903） 

○主催：有限会社イーズ「幸せ経済社会研究所」 

○協力：NGO ジャパン・フォー・サステナビリティ（JFS） 

○ファシリテーター：枝廣淳子 

○オブザーバー：定光裕樹氏  資源エネルギー庁・総合政策課 戦略企画室長 

松山大貴氏  資源エネルギー庁・総合政策課 室長補佐  

田附千絵子氏 資源エネルギー庁・総合政策課  

糟谷敏秀氏  電力・ガス事業部長 

森本英雄氏  原子力立地・核燃料サイクル産業課長 

市ノ渡佳明氏 原子力立地・核燃料サイクル産業課長補佐 

○参加人数： 34 名 

高校生 12 名 

大学生・大学院生 17 名 

10～20 代の社会人 ５名 
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○当日の流れ：3～5 名ずつで８グループを構成 

13:15 開場 

13:30 開始、挨拶 

13:40 基本問題委員会の議論と進め方についての報告 

14:00 エネルギー・ダイアログ １ 

① エネルギーについて考えることはなぜ大事なのだと思いますか？ 

② あなたが「大事だ」「みんなで考えるべきだ」と思う、エネルギーに関

わる問題は何ですか？ 

③ エネルギーは何のために使われているのでしょうか？ 

④ それぞれのエネルギー源の「優れたところ」「リスク（危険性）」を挙

げてください。 

－化石燃料（石油、石炭、天然ガス） 

－原子力 

－自然エネルギー（太陽光、太陽熱、風力他） 

全体共有 

（休憩） 

15:10 エネルギー・ダイアログ ２ 

⑤ これからの日本のエネルギーはどうあるべきだと考えますか？（理由

も挙げてください） 

－「どのくらいの量が必要なの？」 

－「それを何でまかなうの？」 

⑥ 2030 年という先を考えたとき特に大事だと思うのは何でしょうか？

基本問題委員会に何を重視して議論してほしいですか？ 

全体共有 

オブザーバーから挨拶と感想 

16:30 閉会 

 

※今後、当日の動画映像を「幸せ経済社会研究所」のウェブサイトに掲載する予定です。 

 

 

○当日の参加メディア：４社（新聞、雑誌、業界誌、インターネットメディア） 
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３．終了後アンケートに寄せられた感想（抜粋） 

 

 自分では考えつかないようなものが多く出ていて驚かされ、また自分はまだまだ考えが足り

ていないと感じました。やはり人に必要なことはどの時代でも幸せであることだと改めて気

づきました。どんな経済であろうと、最終目的は幸せだと思います。エネルギーの議論をす

ると、そのエネルギーが何に使われるのか、という話になり、最後は必ず、どういう生活を

おくりたいか、という話に行き着くことに気づいた。 

 自分も、「身のある議論をすること」――はっきりとした知識を身につけ、現実的かつ夢のあ

る社会創造に貢献したいと思う。 

 3.11 後エネルギーや原子力などの情報、イベント、講演会は多くなりましたが、すでに専門

としている方の話に触れることが多く、なかなか素朴なギモンを口に出すことができません

でした。今回、同世代の方々とのダイアログを通して共感できる意見に多く出会いました。

有意義な時間をありがとうございました。 

 改めてエネルギーの今後を考えるよいきっかけになった。同世代と“エネルギー”をネタに

話すことはあまりなく、みんなの価値観がわかってよかった。このような場は少なからず必

要だと思います（政策を考える人へインプットするという意味でも） 

 今後、日本に生きていく若年層の意見をどんどん採り入れ、さらに発展させてもらいたい。 

 エネルギー問題について仲間と議論することで、新しい視点や考え方を身につけることがで

きて、大変よかった。ただし、せっかく問題について議論するのだから、「必要な資料」を赤

ポストイットで吸い上げるのではなく、用意してほしかった。 

 いくつもの意見があって、これをまとめるのは大変なことだと思った。しかし、今はまとめ

る必要はなく、何より、多くの方々と意見を交換していくことが、「この時間」が、今の日本

に必要なのだと思います。とても楽しかったです。 

 若者といっても様々な考えがあって、とても参考になりました。この多くの考えや意見を共

有できる場がもっともっと増えたらと思います。 

 同世代と熱く未来について話し合えたすばらしい機会となった。また、多くのオブザーバー、

特に日本の政策策定をしている人々が立ち会い、私たちの考えに耳を傾けてくれたことは、

この会が一過性のものではない、価値あるものであるように思えた。 
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【日本のエネルギー政策策定への希望】 

 エネルギーを選択できる社会を希望します。国民の民意は今、引くかもしれません。でもそ

れにあわせた社会を作ると悪循環が生まれます。先を行きたいです。 

 エネルギーをどう供給するか、以上に、どう節約するか、という議論もしてほしい。 

 自国の経済発展、エネルギー自給を見るのではなく、アジア地域、海外との関わりを考えて

ほしい。 

 地域が原発に頼った経済になるのではなく、エネルギーを安定し、雇用も安定するような自

然エネルギーの普及。 

 ぜひ若い年代の人たちの意見も反映してもらいたいです。そういった年代との交流会･意見交

換の場を設けてもらえればと思う。 

 化石燃料や核燃料など、将来に禍根を残さない政策を大事にしてほしい。 

 人々のつながりを大切に、思いやりのある社会を作るということを考えてほしい。どんなに

経済状態がよかろうが、暮らしやすい世界にはならないと思います。逆に、思いやるあたた

かい社会であれば、エネルギー問題があってもみんなで解決していこう!!!という状態になる

と思います。一番よくないと思うのは、自分には関係ないと思ってしまう人がいることです。 

 我々の世代より若い世代のことも、ぜひ頭のどこかに置いていただけたらと思います。 

 エネルギーを選択できる仕組みを構築してほしい。 

 経済をただの資本主義でなく、環境という価値をもっと高いところに置いた経済モデルを使

ってほしい。 

 対話の場づくりを希望します！ 

 今回のような会を続けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 



問：2030年という先を考えたとき、特に大事だと思うのは何
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